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著しく不公正な方法により行われた新株発行の効力
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前述したように，大分地裁判決以下の折衷説的立場をとった下級審判決の事案
は，対立するこ派のうちの一方が，有効な取締役会の決議なく，新株を発行し
て自派に割り当てたというものであるので，その実質は不公正な発行により既
存の株主の利益が侵害されたものについて，手続的暇庇に結び、つけて救済した
ものと考えることもできる（瀬谷・前掲66頁，吉本・前掲191頁）。そして，取
引安全の要請の内容に，新株発行後の会社債権者の保護も含まれるとするなら
ば，取締役会決議の欠映という手続的暇庇を単独で無効原因とする必要はない
ように思われる。
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西尾信一・銀行法務21・502号74頁
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塩田 親文・私法判例リマークス1995下109頁
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〔付記〕
本稿脱稿後，青竹正一「判批」民商法雑誌114巻2号326頁に接した。
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